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プレゼンテーションのノート
超音波内視鏡下穿刺吸引術なども高危険度。
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プレゼンテーションのノート
高危険度手技をワルファリン継続下で行う場合、ステートメント2の解説では、処置前日または当日のPT-INRを治療域内の低めに調整すると後出血が減る可能性に言及している。
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CQ4は推奨の強さなし、エビデンスD。CQ5は強さ2・D。
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